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  　図 2　厚生労働省　高齢者の健康に関する意識調査
  　 厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/sei
  　 sakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/zaitaku/dl/zaita
  　 kuiryou_all.pdf）のデータにもとづき作成
3.　厚生労働省ホームページ
  　 （http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iryouhoken/koukikourei/index.html）




  　 武内和久（2009）　『公平・無料・国営を貫く英国の
医療改革』　集英社
  　  河本佳子（2013）　『スウェーデンにおける医療福祉
の舞台裏 : 障害者の権利とその実態』　新評論
お酒と運動について
第 3班
井原　勇人，今井朝太郎，岩井　青都 
巌　　良高，岩本　昌樹，上田　健太 
梅宮　和真，江口　翔吾
（福島県立医科大学医学部一年）
1.　は　じ　め　に
　我々医大生にとって，先輩，後輩とのかかわり
合いは大学生活のみならず今後の社会生活におい
て重要な財産となってくる。そういったなかで，
我々大学生がコミュニケーションの場としてよく
用いるものとして，お酒を通じた付き合いがあ
る。特に部活動を通して開かれる飲み会では，部
内の人間関係を多いに深める重要な場となる。し
かしながら，運動後の飲酒は酔いやすいと言った
話があるように，飲酒と運動との相互関係は決し
て無視できないものとなっている。我々は，運動
が直後の飲酒に具体的にどのような影響を及ぼす
かを研究し，今後の飲み会でどのように安全にお
酒とつきあっていけばよいか考えた。
